
 

（第２号様式）   
令和７年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立深沢高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
３年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課程 
学習指導 
 
 
 

・本校の特色・
生徒の進路実現
に沿ったカリキ
ュラムを円滑に
実践する。 
・コミュニケー
ション能力、
ICT 運用能力を
高める授業を推
進する。 
・生徒が主体的
に学習に臨むた
めの態勢を整え
る。 

⑴完成年度を迎
えた教育課程に
ついて、指導目
標や評価方法を
共有する。 
⑵コミュニケー
ション能力向上
や ICT 機器活用
を特色とした授
業を推進する。 
⑶授業外の学習
指導の機会の充
実を図る。 

⑴新課程科目に
つ い て 、 教 科
内、科目内、学
年団など複数の
レベルで共有す
る機会をもつ。 
⑵コミュニケー
ション能力向上
や ICT 機器活用
を特色とした授
業を相互見学す
る機会をもつ。 
⑶長期休業中の
講習・補習に加
え、個別ニーズ
への対応につい
ても推奨する。 

⑴教科内、科目
内、学年団など
複数のレベルで
共有する機会を
もつことができ
たか。 
⑵コミュニケー
ション能力向上
や ICT 機器活用
を特色とした授
業を相互見学す
ることができた
か。 
⑶長期休業中の
講習・補習や個
別の対応を展開
できたか。 

⑴「生徒の主体性
を育むこと」につ
いて、指導目標や
評価方法の工夫に
ついて懇談会を行
い共有した。  
⑵生徒の主体性を
育むことをテーマ
とした授業互見の
機会を一週間設定
し実施した。  
⑶長期休業中に例
年並みの講習・補
習を設定した。ま
た小論文対策など
個別指導が熱心に
行われた。 

⑴懇談会は有意義
だったが１回しか
開催できなかっ
た。今後は各学期
の初めなど効果的
な時期を狙って計
画したい。  
⑵授業互見実施後
の協議会で、授業
の優れた点を共有
し有意義であっ
た。  
⑶いわゆる年内受
験の傾向が高まっ
ており、小論文な
どに対応した指導
体制を再検討した
い。  

⑴生徒による授業評価で
高評価だった科目につい
て有意義な振返りを行っ
て共有しており、高く評
価できる。  
⑵教員が自主的に授業の
互見を行う風土が醸成さ
れており、生徒の主体性
をはぐくむ授業実践にも
結び付いていると思われ
る。 
⑶進路指導と連携して生
徒のニーズに合った講座
を設定しており、評価で
きる。 

⑴指導目標や評価方法の工夫に
ついて懇談会を１回行うことが
できた。また、生徒による授業
評価の結果から振返りを行って
共有することができた。   
⑵授業互見の機会を一週間設定
することができた。実施後の協
議会で、授業の優れた点を共有
することができた。  
⑶長期休業中の講習・補習や個
別指導を適切に実施することが
できた。  

⑴懇談会を各学期の初めなど効
果的な時期に計画して、教科指
導のヒントを教科横断的な視点
から得ることを期待したい。   
⑵授業互見及び協議会を継続し
て実施する。昨年度は記録に残
すことを目的としなかったが、
コミュニケーション能力向上や
ICT 機器活用のヒントを共有す
る機会としたい。  
⑶年内受験の傾向や年々変化す
る生徒観をよく把握し、講習・
補習や個別の対応を実施した
い。 

２ 

(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 
 
 

・学校行事、委
員会活動、部活
動、ボランティ
ア活動を通じ自
ら進んで参加す
る精神を確立
し、次世代を担
えるリーダーを
育成する。 
・挨拶を軸とし
た規律ある学校
生活を確立させ
る。 
・充実した教育
相談体制を維
持・継続する 

⑴生徒が自らル
ールを考え、主
体的に学校行事
等に取り組める
ように助言・支
援を行う。 
⑵校内清掃やル
ールの確認など
を生徒自身が自
発的に考えるよ
うに工夫する。 
⑶ 外部機関と
の継続的な連携
が行える体制を
作る。 

⑴生徒会本部役
員と各委員会の
メンバーが連絡
を密にとれるよ
うな体制を構築
する。また、行
事実施後のアン
ケートを活用し
て生徒の意識を
分析する。  
⑵行事運営等の
機会を捉えて、
ルールの確認や
見直しを行うよ
う促す。 
⑶職員による対
応の差異が生じ
ないよう外部連
携して情報共有
していく。 

⑴行事運営にあ
たり各委員会及
び生徒会本部の
業務が円滑に推
進できたか。  
生徒たちの行事
に対する参加意
識が高まってい
るか。  
⑵生徒相互の主
体的な確認や見
直しが行われた
か。 
⑶複数の教員が
複数の案件で継
続的な外部連携
を行ったか。 

⑴体育祭、文化祭
などの行事におい
て生徒が自らルー
ルを考え、主体的
に取り組めるよう
な指導体制を構築
し、実践すること
ができた。 
また、生徒会本部
役員が各種委員会
の生徒の意見を取
り入れ連携する体
制を推進した。  
⑵行事等におい
て、生徒同士で考
えながらルールの
確認を行った。  
⑶複数の生徒で、
積極的な外部連携
を行い生徒支援に
つなげた。  

⑴今年度は目標を
達成することがで
きたが、生徒数及
び職員数が減少す
る中で、学校行事
を円滑に運営でき
るよう、組織・体
制のあり方を検討
する。  
⑵日常生活におい
て生徒が自発的に
考える仕掛けづく
りを工夫する。  
⑶緊急性の高い生
徒支援事案が増え
ている。職員数が
減じても、これま
でと同水準の支援
を行えるよう、持
続可能な体制の構
築が必要である。 

⑴体育祭、文化祭などの
学校行事において生徒が
自らルールを考え、主体
的に活動している姿を見
られた。今後の職員数減
の中、よい取組が継続さ
れるよう期待する。 

⑵行事等において、生徒
が主体的に運営している
姿が見られた。また教職
員との信頼関係が良いこ
とも感じられた。  
⑶今後の職員数減の中で
も、これまでの生徒支援
体制が継続されるよう期
待する。頑張ってほし
い。 

⑴行事を運営する生徒たちと指
導する関係職員とが綿密な打合
せを行い、連絡体制を構築する
ことができた。また、生徒会本
部役員と各種委員会の生徒の意
見を交換の場を多く持ち、組織
的な運営を実践することができ
た。 
⑵⑴の結果として、様々な行事
運営の過程で生徒たちが自らル
ールを考え、主体的に取り組む
意識を持つようになった。課題
として、生徒たちが実質的に活
動するのは、当該行事の直前の
時期であり、企画準備が遅れて
しまった場面が多く見られたこ
とが挙げられる。  
⑶複数の教員で外部連携を行
い、継続的な生徒支援体制につ
なげた。今後は教員の人数も減
るため、皆が同じレベルの支援
につなげられるような全体の教
育相談スキルの向上が課題であ
る。 

⑴生徒と教職員が連携した円滑
な行事運営を実践するには、前
段階として教職員が綿密に準備
する必要がある。次年度以降の
教職員減の中では、準備過程の
さらなる工夫が必要である。 
⑵円滑かつ組織的な行事の運営
を実践するために、行事に関わ
る準備の日程と作業プロセスを
さらに丁寧にかつ早めに説明し
て、生徒たちが計画的に取り組
めるような体制を構築する。 
⑶支援ケースの情報共有や研修
会などを行うことで、全体のス
キル向上と、職員が一体となっ
た生徒支援体制の構築を目指
す。 

３ 

 
 
 
 
進路指導・支援 
 

・希望の進路実
現のために、高
校入学後の早期
に進路意識を高
めさせ、多様な
入試に対応でき

⑴１年生インタ
ーンシップへの
全員参加を目指
す。  
⑵学校推薦型選
抜及び総合型選

⑴朝の読書活動
等でインターン
シップに関する
モチベーション
を高める。また
希望職種が未定

⑴読書活動やイ
ンターンシップ
の実践が職業観
の育成に有効だ
ったか。 

⑴総合的な探究の
時間のテーマに沿
った内容で朝の読
書活動を実践し、
まとめ・発表など
を行った。 

⑴インターンシッ
プの全員実施を終
えたが、引続き希
望者の体験を充実
させ、新校に可能
な形で引継ぐ。  

⑴総合的な探究の時間の
テーマに沿った内容で朝
の読書活動を実践し、そ
れが進学実績にも反映さ
れていると考えられる。
また、20 年間継続した朝

⑴朝の読書活動からインターン
シップ・仕事のまなび場での実
践、体験発表を通じて、生徒の
勤労観・職業観を高め、将来の
進路決定につなげることができ
た。来年度は１年生がいないの

⑴２年生を対象に地区のインタ
ーンシップへの参加を積極的に
呼びかけ、職業観につながる進
学意識を高める。  
⑵早期からオープンキャンパス
や入試対策を行い、生徒の意識



 

 視点 
３年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 
 

る力を身に着け
させる。 

抜の希望者に対
する指導を強化
する。  
⑶外部テストの
事後指導を強化
し、四年制大学
への進学実績を
高める。 

の生徒に丁寧な
指導を行う。 
⑵面接や文書の
指導のガイダン
スや実践を行
い、また教員全
員で分担するこ
とで、丁寧な指
導を継続する。 
⑶外部テストの
振り返りを適切
に行い、面談等
で活用すること
で、個人票の効
果的な活用を進
める。 

⑵面接や文書の
指導を効果的に
実施することが
できたか。合格
実績上昇につな
がったか。  
⑶外部テストの
活用により、生
徒の自主学習の
進展につなげる
ことができた
か。 

１年生全員がイン
ターンシップ・仕
事のまなび場に参
加し、振り返りの
ま と め を 行 っ
た。  

⑵進路ガイダンス
では面接対策や小
論文指導を行い、
また、校内でも全
教員の協力による
指導を行った。  

⑶外部テストの振
返りに関する講演
を２回行った。ま
た、教員に対する
研修も行うこと
で、より丁寧な指
導につなげた。 

⑵生徒の入試への
意識を早期に高め
ていくことが課題
である。オープン
キャンパスや自己
分析など、生徒自
身の研鑽による合
格率向上を目指し
たい。  

⑶新課程移行後の
大学入試に向け
て、生徒だけでは
なく教員に対して
も入試情報などの
情報を共有し、生
徒が納得して進路
決定ができる支援
を目指す。 

の読書活動等に文部科学
大臣表彰を受けたことは
大いに評価できる。  

⑵進路ガイダンス、面接
対策や小論文指導をてい
ねいに指導しているよう
で良かった。今後も進路
ガイダンス等を充実させ
て、生徒が早めに進路に
目を向けられるよう指導
されることが望まれる。 
⑶外部テストを充実させ
ることが、一般受験の生
徒が増えたことにつなが
ったのではないか。生徒
が希望する進路実現をお
願いしたい。 

で人数が減ることが確実視され
る。  
⑵年内入試に対応して面接指
導・文書指導を行い、また進路
ガイダンスの内容を入試に向け
た内容に改善したことで、６割
の生徒が年内入試で進学するこ
とができた。一方早期入試に対
する認識が甘い生徒は入試に苦
戦していた印象である。  
⑶外部テストを効果的に活用
し、教員に向けての研修も行う
ことで、高い目標に向けて努力
する生徒の育成を目指した結
果、一般受験の志望者が約 10％
増加した。一方、基礎学力の積
み上げができていない結果、進
学準備となる生徒が例年より多
かった。 

を高める。特に、２年生の夏休
みにオープンキャンパスに参加
することを課題とするなどの対
策を継続していく。  
⑶生徒の基礎学力の定着ととも
に、教員の進路指導の声掛けに
ついてチームとして一貫性を持
たせるようにする。校内模試を
実施し、生徒自身が現状と改善
方策を自覚するよう指導する。 

４ 
地域等との協働 
 
 

・シチズンシッ
プ教育及びボラ
ンティア活動な
どを通して地域
社会の中の自己
を意識できる活
動を展開する。 
・地域の教育力
を活用した学び
を深め、家庭や
地域社会との共
通理解を深めさ
せる。 

⑴関係団体と連
携しながら地域
のニーズに応じ
たボランティア
活動を展開して
ゆく。  
⑵HP を中心と
した情報発信に
ついて、在校生
や保護者、地域
住民の求める内
容を迅速に提供
できる体制を構
築する。 

⑴地域貢献に係
る各行事の前に
関係団体と事前
打合せを綿密に
行う。 
⑵生徒の主体的
活動と本校の教
育活動を HP に迅
速に発信できる
ような体制を構
築する。 

⑴参加率を維持
し安全かつ有意
義な地域貢献活
動を行うことが
できたか。 
⑵閲覧者の立場
に立った HPの更
新を迅速に行う
こ と が で き た
か。 

⑴外部団体や関係
機関との綿密な打
合せのもとに、新
川清掃や片岡幼稚
園との交流事業な
どのボランティア
活動を、安全かつ
有意義に行うこと
ができた。  
⑵タウンニュース
鎌倉版に入学式に
関する記事の掲載
を依頼するなど幅
広いメディアを使
って教育活動を広
報することができ
た。  

⑴生徒数と職員数
が減少する中で、
既存のボランティ
ア関連行事をどの
ように運営してい
くか検討する必要
がある。  
⑵昨年度までは中
学生を閲覧対象に
想定した HP の記
載内容だったが、
今年度は「地域住
民への発信」とい
うコンセプトへの
移行が遅れたため
結果として更新回
数が激減してしま
った。  

⑴外部団体や関係機関と
の協働や連携の中で、新
川清掃や片岡幼稚園との
交流事業など様々なボラ
ンティア活動を行ってい
る。その結果、鎌倉市長
から市政功労の感謝状を
受けたことも高く評価で
きる。今後の学校規模縮
小で地域との協働も縮小
することは寂しい。  
⑵地域に発信する姿勢で
HPを作成してほしい。 

⑴さまざまなボランティア活動
を関係諸機関との綿密な打ち合
わせのもとに安全かつ有意義に
行うことができ、生徒たちが達
成感と地域へ貢献する実感を得
ることができた。その一方で、
全校規模で生徒が参加したの
は、地域貢献デーにおける清掃
のみで、その他の活動は参加を
希望した一部の生徒であった。 
⑵学校 HP だけでなく地域広報
誌などのマスメディアを利活用
して広報活動を行うことができ
た。しかし、HPの更新回数が昨
年度に比べ大幅に少なくなった
ことは来年に向けて大きな課題
を残した。 

⑴生徒たちにボランティア関連
行事の情報を広く伝え、参加率
が上がるよう工夫する。  
⑵学校行事や本校の教育活動を
広く地域に知らせるために定期
的な HP の更新をめざし、組織
的かつ簡略された体制を構築す
る。 

５ 

学校管理 
学校運営 
 
 
 

・事故、不祥事
防止に向けた取
組を徹底し、信
頼される学校づ
くりを進める。 
・安全・安心で
円滑な学校生活
が送れるような
校内環境を維持
する。 

⑴個人情報の文
書管理、電子デ
ータの管理方法
について職員の
意識向上を図
る。 
(2)感染症予防
も含めた校内環
境の整備を推進
し、防災におい
ては自助能力の
向上を図る。 

⑴対策重要度別
の管理方法を周
知し、ICTの活用
にともなう適切
な運用方法を徹
底する。 
⑵校内美化、環
境衛生を充実さ
せ、防災教育で
は、実効性の高
い内容に見直し
を進める。 

⑴対策重要度別
の管理方法につ
いて周知徹底で
きたか。 
⑵校内美化、環
境衛生を充実さ
せることができ
たか。また、防
災教育では、自
助能力の向上に
つながる実効性
の高い内容へ見
直 し が で き た
か。 

⑴不祥事防止会議
で対策重要度分類
表、校務データの
取り扱い、ICT 利
活用に係る留意点
等を周知し適切な
運用ができた。  
(2)ごみの持ち帰
り指導を継続し校
内美化において成
果を上げ、DIG や
HUG 等を通じて自
助、共助について
理解を深めさせる
ことができた。  

⑴紙媒体、電子デ
ータともに保管す
る量が年々増え続
ける中で、古いも
の、不必要なもの
を計画的に整理す
る必要がある。  
⑵校内美化は高い
水準で保たれてい
る。生徒が日常生
活をより快適に送
れる環境づくりを
果たしたい。  

⑴個人情報の扱いに留意
していることが説明から
理解できた。今後も事故
や不祥事の防止に取組ん
でほしい。  
⑵校内美化は高い水準で
保たれている。今後も生
徒が日常生活をより快適
に送れる環境づくりを継
続してほしい。 

⑴個人情報の管理について事
故・不祥事防止の意識が職員に
定着し、適切な運用ができた。
ICT の活用が進み、電子データ
の取り扱いや増えていく電子デ
ータの整理について共有してい
く必要がある。  
⑵ごみの持ち帰り指導を継続
し、生徒の前向きな取り組みの
結果、校内美化は高い水準で保
たれている。生徒の主体的な校
内環境の維持、向上への意識を
引き続き高めていきたい。 

⑴電子データの取り扱いについ
て改めて職員研修を進めていく
とともに、サーバー内のデータ
整理を計画的に進めていく。  
⑵完校に向け、生徒、職員数が
減っていくなかで、自分たちが
過ごす校内の美化を生徒主体で
推進できるよう生徒会と協力し
て進めていく。 

 


